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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第40期

第１四半期連結
累計期間

第41期
第１四半期連結
累計期間

第40期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 15,028,57214,543,28462,672,023

経常利益（千円） 526,128 355,8782,366,235

四半期（当期）純利益（千円） 238,111 224,8201,823,223

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
350,808 185,6641,953,027

純資産額（千円） 37,159,11638,115,02638,240,823

総資産額（千円） 47,543,91548,236,99948,447,422

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
7.72 7.29 59.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 77.7 78.8 78.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり当期（四半期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在
しないため記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。　
　　
（1）業績の状況　

　
　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内景気に緩やかな回復の兆しが見られるものの、欧州債務危機

を背景とする世界経済不安や、円高による輸出産業への影響などを背景に、引き続き先行き不透明な状況が続いてお

ります。

　外食業界においても、個人所得の低迷から消費マインドは節約傾向が続き、内食志向が強まるなど引き続き厳しい経

営環境で推移しております。

　こうした中、当社グループは、平成32年３月期を最終とする「モスグループ10年ビジョン」に則り、「人間貢献・社

会貢献」の経営理念のもと、「食を通じて人を幸せにすること」という企業目標の達成に向け、国内モスバーガー事

業の収益力強化、海外事業の推進、新業態の開発などに積極的に取り組んでまいりました。

　その結果、当第１四半期の連結経営成績につきましては、売上高は145億43百万円（前年同四半期比3.2%減）、営業利

益2億99百万円（同27.4％減）、経常利益3億55百万円（同32.4％減）となり、最終損益は、固定資産売却益34百万円、

固定資産除却損24百万円等を計上した結果、四半期純利益2億24百万円（同5.6%減）となりました。

　

  当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は次のとおりです。　

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更しております。従来「モスバーガー事業」に含まれてお

りましたモスバーガー店舗以外の事業(そうざい製造事業、機内食販売等に係る物販事業、ネット通販事業)について

は事業領域毎の責任体制の明確化を目的に事業区分の見直しを行った事に伴い「その他飲食事業」に移行しており

ます。この変更に伴い、前年同四半期比の記載は、変更後のセグメント区分により作成したセグメント利益又は損失を

基に記載しております。

　　

＜モスバーガー事業＞ 

  　当社グループの基幹事業であるモスバーガー事業では、主として以下の施策を展開しました。

  a.国産食材を使用した「とびきりハンバーグサンド」のシリーズ展開

     国産、お値打ち、旬な食材、をコンセプトとする「とびきりハンバーグサンド」シリーズにおいては、４月に

　　 春夏向け商品「同　トマト＆レタス」を発売し、大型主力商品として引き続き好調に推移しております。

  b.「ナン・タコス」「塩糀バーガー　雅」をはじめとする期間限定商品の発売

     例年、夏の季節商品としてご好評いただいている「ナン・タコス」に、今年はさわやかな酸味のあるソースで 

     アレンジした「ナン・タコス　マリネ」を加え、４月下旬からの初夏にあわせて発売いたしました。また、５

　　 月には日本テレビの情報番組とのコラボレーション商品として「塩糀バーガー　雅」を発売し、話題を提供し

　　 てまいりました。

  c.新・商品施策「ベジ・ワークス」を取り入れた商品の発売

     ６月に発表した新・商品施策「ベジ・ワークス」に基づき、「モス野菜バーガー」など3品を新発売しました。

     この「ベジ・ワークス」は、「旬の野菜に秘められたさまざまなチカラに着目し、商品のご提案をする」とい 

     う取り組みで、今後も継続して取り組んでまいります。

  d.リチャージ型プリペイドカード「モスカード」の新規導入

     ４月より、当社として初めてとなるプリペイドカード「モスカード」を導入いたしました。店頭で繰り返し入

     金（チャージ）できるタイプで、お客さまのリピート利用の促進のほか、小銭のいらないキャッシュレス決

     済、さらに、気軽なギフトとしてのご利用を狙ったものです。

  e.中国（広東省）への新規出店をはじめとする海外出店の強化

     アジアを中心とした海外出店を積極的に進める中で、５月には中国における新たな地域として、広東省に新規

　　 出店いたしました。その他の地域においても、既出店地域における多店舗化と、新規出店地域の調査を並行し

     て進めております。

　

　国内モスバーガー事業の店舗数につきましては、前年度に続き積極的な出店を目指しており、当第１四半期連結累計

期間においては出店9店舗に対し閉店は6店舗で、当第１四半期末の店舗数は1,380店舗（前連結会計年度末比3店舗

増）となりました。

　海外モスバーガー事業の店舗数につきましては、台湾225店舗（前連結会計年度末比7店舗増）、シンガポール27店舗

（同1店舗増）、香港16店舗（同増減なし）、タイ7店舗（同増減なし）、インドネシア2店舗（同2店舗減）、中国（福

建省・広東省）18店舗（同1店舗増）、オーストラリア5店舗（同1店舗増）、韓国2店舗（同1店舗増）となりました。

海外全体の当第１四半期末店舗数は302店舗（同9店舗増）となりました。

　これらの施策により、モスバーガー事業の売上高は134億35百万円(前年同四半期比4.2％減)、営業利益8億52百万円

(同3.5％減)となりました。
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＜その他飲食事業＞

  「マザーリーフ」「ちりめん亭」等の各事業を運営するその他飲食事業につきましては、資本・業務提携する株式

会社ダスキンとのコラボレーションによる新業態店舗「MOSDO（モスド）」において、関東初出店となる3号店を4月

にオープンいたしました。その他飲食事業の各業態の当第１四半期末店舗数は、「マザーリーフ」業態合計で28店

（前連結会計年度末比増減なし）、「自由が丘あえん　おそうざい」事業2店舗（同 増減なし）、「MOSDO（モス

ド）」事業2店舗（同1店舗増）、「MOSCO（モスコ）」事業2店舗（同増減なし）、「ちりめん亭」事業43店舗（同2店

舗減）、「四季の旬菜料理あえん」事業5店舗（同増減なし）、「ｃｈｅｆ’ｓV(シェフズブイ)」および「GREEN　

GRILL(グリーングリル)」事業は合計で3店舗（同増減なし）となりました。なお、ハンバーガーレストラン「モス

バーガークラシック」は、移転を視野に5月に先行して閉店いたしました。

　以上の結果、その他飲食事業の売上高は9億41百万円(前年同四半期比11.0％増)、営業損失は1億41百万円(前年同四

半期比63百万円損失増)となりました。

　

＜その他の事業＞

 　モスバーガー事業およびその他飲食事業を、衛生、金融、保険面で支援する連結子会社の株式会社エム・エイチ・エ

スおよび株式会社モスクレジットによるその他の事業の売上高は1億66百万円(前年同四半期比9.7％増)、営業利益は

11百万円(同46.3％減)となりました。

  

（2）財政状態の分析　

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末の484億47百万円から2億円10百万円減少し、482億36

百万円となりました。流動資産は前連結会計年度末から2億58百万円増加し、固定資産は4億69百万円減少しておりま

す。流動資産が増加した主な理由は、季節変動による売掛金の減少、法人税等及び配当金の支払と資金運用により現金

及び預金が減少した一方で、資金運用による有価証券の増加、クリスマス商戦に係る在庫の積み増しにより商品が増

加したためであります。固定資産が減少した主な理由は、公社債の償還と時価評価により投資有価証券が減少したた

めであります。　
 

（負債）　

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ84百万円減少しております。この減少の主な理

由は、クリスマス商戦に係る在庫の積み増しによる買掛金の増加、決済資金に係る短期借入金が増加した一方で、納税

により未払法人税等が減少したためであります。　
 

（純資産）　

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べ1億25百万円減少し、自己資本比率は前連結会

計年度末78.7％から当第１四半期連結会計期間末は78.8％と0.1ポイント増加しております。

 　 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　　

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　
 

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。
　

当社は、株式の大量取得行為であっても、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであれば、これ

を一概に否定するものではありません。しかしながら、株主の大量取得行為が行われるにあたっては、当社の企業

価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。とくに、当社が企業価値ひいては株主共同の利益を確

保・向上させていくためには、

①　お客様、フランチャイジー、お取引先様をはじめとするステークホルダーの皆様との間で、「人間貢献」・「社

会貢献」という経営理念、「食を通じて人を幸せにする」という企業目標、お客様のみならず地域の皆様から

「感謝される仕事をしよう」という基本方針を深く共有し続けること

②　かかる理念等の共有による信頼関係の上に構築されるブランド価値を更に向上させていくこと

  上記二点が必要不可欠であり、これらが当社の株式の買付等を行う者により中長期的に確保され、向上させられ

るのでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

当社としては、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量取得行為を行う者は、当社の

財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量取得行為に関しては、必要

かつ相当な手段を採ることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

なお、当社は、平成18年６月より「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）」を導入しておりま

したが、平成22年５月10日開催の取締役会において、かかる買収防衛策を継続しないことを決議し、現在具体的な
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買収防衛策を導入しておりません。

もっとも、当社は、当社株式の大量取得行為を行うとする者に対しては、当該買付けに関する情報の開示を積極

的に求め、当社取締役会の判断、意見等とともに公表するなどして、株主の皆様が当該買付けについて適切な判断

を行うための情報の確保に努めるとともに、その判断のために必要となる必要な時間を確保するように努めるな

ど、会社法その他関係法令の許容する範囲内において、適切な措置を講じる所存であります。

また、当社は定款において、買収防衛策の基本方針を株主総会の決議により定めることができる旨を規定してお

ります。従って、今後、経営環境の変化その他の状況に応じて、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上する

ためには買収防衛策が必要と判断した場合には、当該規定に基づき所要の手続きを経た上で、買収防衛策を再導入

することを検討いたします。

 

（4）研究開発活動　　

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、5百万円であります。　

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 101,610,000

計 101,610,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,009,910 32,009,910
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 32,009,910 32,009,910 － －

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
 － 32,009,910 － 11,412,845 － 11,100,524

（６）【大株主の状況】

　 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年３月31日現在

区　　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      863,700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   31,100,900 311,009 －

単元未満株式 普通株式       45,310 － －

発行済株式総数 32,009,910 － －

総株主の議決権 － 311,009 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、4,000株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数40個が含まれております。

                  

②【自己株式等】

 平成24年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社モスフードサー

ビス

東京都品川区大崎二

丁目１番１号
863,700 － 863,700 2.70

計 － 863,700 － 863,700 2.70

（注）　当第１四半期会計期間末日現在における所有自己株式数は863,700株で、発行済株式総数に対する所有株式数の

割合は2.70％であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,719,703 4,376,596

受取手形及び売掛金 3,977,737 3,623,267

有価証券 6,436,016 6,950,114

商品及び製品 2,659,338 3,201,550

原材料及び貯蔵品 177,573 187,303

繰延税金資産 210,357 160,312

その他 1,054,894 994,459

貸倒引当金 △23,248 △22,625

流動資産合計 19,212,372 19,470,980

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,787,440 10,899,990

減価償却累計額 △6,804,581 △6,877,218

建物及び構築物（純額） 3,982,858 4,022,772

機械装置及び運搬具 205,742 227,378

減価償却累計額 △100,445 △113,243

機械装置及び運搬具（純額） 105,297 114,135

工具、器具及び備品 5,835,689 6,128,113

減価償却累計額 △3,547,115 △3,683,298

工具、器具及び備品（純額） 2,288,574 2,444,815

土地 1,797,841 1,809,297

建設仮勘定 331,141 255,484

有形固定資産合計 8,505,713 8,646,504

無形固定資産

その他 796,218 780,450

無形固定資産合計 796,218 780,450

投資その他の資産

投資有価証券 9,932,197 9,281,899

長期貸付金 1,797,743 1,742,937

差入保証金 5,287,087 5,305,705

繰延税金資産 415,849 497,008

その他 2,868,324 2,853,222

貸倒引当金 △286,684 △255,608

投資損失引当金 △81,400 △86,100

投資その他の資産合計 19,933,117 19,339,064

固定資産合計 29,235,050 28,766,019

資産合計 48,447,422 48,236,999
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,538,387 3,781,882

短期借入金 387,765 592,030

未払法人税等 364,972 78,672

賞与引当金 407,458 211,451

ポイント引当金 － 2,637

資産除去債務 9,119 30,451

その他 2,733,362 2,674,305

流動負債合計 7,441,065 7,371,430

固定負債

長期借入金 522,885 485,020

繰延税金負債 20,490 22,375

退職給付引当金 385,739 401,849

資産除去債務 156,403 143,457

その他 1,680,015 1,697,840

固定負債合計 2,765,533 2,750,542

負債合計 10,206,599 10,121,973

純資産の部

株主資本

資本金 11,412,845 11,412,845

資本剰余金 11,100,543 11,100,543

利益剰余金 17,759,121 17,672,480

自己株式 △1,607,781 △1,607,781

株主資本合計 38,664,727 38,578,087

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △69,055 △278,735

為替換算調整勘定 △443,546 △279,764

その他の包括利益累計額合計 △512,602 △558,499

少数株主持分 88,697 95,438

純資産合計 38,240,823 38,115,026

負債純資産合計 48,447,422 48,236,999
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 15,028,572 14,543,284

売上原価 7,886,556 7,483,580

売上総利益 7,142,016 7,059,703

販売費及び一般管理費 6,729,079 6,759,887

営業利益 412,936 299,816

営業外収益

受取利息 28,868 23,195

受取配当金 49,209 49,426

設備賃貸料 383,805 323,337

持分法による投資利益 41,430 26,089

雑収入 46,771 36,896

営業外収益合計 550,086 458,947

営業外費用

支払利息 4,585 5,796

設備賃貸費用 415,324 375,826

雑支出 16,984 21,262

営業外費用合計 436,894 402,885

経常利益 526,128 355,878

特別利益

固定資産売却益 32,243 34,317

特別利益合計 32,243 34,317

特別損失

固定資産売却損 － 48

固定資産除却損 17,022 24,173

減損損失 4,800 5,000

投資損失引当金繰入額 5,000 4,700

災害による損失 99,094 －

特別損失合計 125,917 33,922

税金等調整前四半期純利益 432,454 356,273

法人税、住民税及び事業税 50,031 53,384

法人税等調整額 142,961 77,988

法人税等合計 192,992 131,372

少数株主損益調整前四半期純利益 239,461 224,901

少数株主利益 1,350 80

四半期純利益 238,111 224,820
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 239,461 224,901

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 72,946 △210,834

為替換算調整勘定 33,060 91,696

持分法適用会社に対する持分相当額 5,339 79,901

その他の包括利益合計 111,346 △39,236

四半期包括利益 350,808 185,664

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 348,229 178,923

少数株主に係る四半期包括利益 2,578 6,741
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第１四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。 

　

　                                                                                                          

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（ポイント引当金）

　当第１四半期連結会計期間より、販売促進を目的としたポイント制度を導入いたしました。ポイント制度に基づき付与

したポイントの利用に備えるため、当第１四半期連結会計期間末において将来利用されると見込まれるポイントに対し

てその費用負担額をポイント引当金として計上しております。 

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 440,135千円 441,255千円

　

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 373,757 12 平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 311,461 10 平成24年３月31日平成24年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

　　　　　　　　　報告セグメント
 
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2　

モスバー
ガー事業

　

その他飲食
事業

　

その他の事
業

　

計
　

売　　上　　高       

(1) 外部顧客に対する売上高 14,028,474848,599151,49815,028,572 － 15,028,572

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
33,611 296 194,963228,872△228,872 －

計 14,062,086848,896346,46215,257,444△228,87215,028,572

セグメント利益又は損失（△） 883,239△77,943 20,892826,189△413,252412,936

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△413,252千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

415,133千円を含んでおります。全社費用の主なものは、提出会社の経営企画・経理部門等の経営管理に係る

部門の費用であります。 

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

　　　　　　　　　報告セグメント
 
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2　

モスバー
ガー事業

　

その他飲食
事業

　

その他の事
業

　

計
　

売　　上　　高       

(1) 外部顧客に対する売上高 13,435,536941,552166,19414,543,284 － 14,543,284

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
35,891 636 200,847237,374△237,374 －

計 13,471,428942,188367,04214,780,659△237,37414,543,284

セグメント利益又は損失（△） 852,699△141,79811,227722,128△422,312299,816

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△422,312千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

425,066千円を含んでおります。全社費用の主なものは、提出会社の経営企画・経理部門等の経営管理に係る

部門の費用であります。 

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　　　２.報告セグメントの変更等に関する事項

（１）当第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更しております。従来「モスバーガー事業」に含まれてお

りましたモスバーガー店舗以外の事業（そうざい製造事業、機内食販売等に係る物販事業、ネット通販事業）について

は事業領域毎の責任体制の明確化を目的に事業区分の見直しを行った事に伴い「その他飲食事業」に移行しておりま

す。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、事業区分変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したも

のを開示しております。

　

（２）会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第１

四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償

却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。こ

の変更に伴う影響は軽微であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 7円72銭 7円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 238,111 224,820

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―　

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 238,111 224,820

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,829 30,829

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　 ― 　  ―  

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

株式会社モスフードサービス

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金塚　厚樹　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 信田　力　　　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社モスフー
ドサービスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１
日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社モスフードサービス及び連結子会社の平成24年６月30日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　
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